
キッズ・ジュニアテニススクール送迎バス運行開始！

U R L：h t t p : / / g - a r e n a . c o m E - m a i l : t e n n i s @ g - a r e n a . c o m
〒8 1 1 - 4 1 5 3   福 岡 県 宗 像 市 吉 留 4 6 － 1
テニスコート直 通 T E L . 0 9 4 0 - 3 3 - 9 6 8 0

水 曜日・木 曜日限 定 ( 順 次 拡 大 予 定 )。
コース・時 間の詳 細は、お 問 合せください。

２月2 8日迄の入 会申込は、入 会 金2 , 1 6 0円 が 無 料です! !インドアテニススクール入会キャンペーン中!!
無料体験受付中！

レンタルラケット・シューズ無料貸し出し致します。

ゴールデンエイジとは？子どもたちの運 動をつかさどる神 経 系 が 発 達する大 事な時 期は、３ 才 から1 2 才 頃です。特に３ 才 から1 0 才
の時 期は、様々な遊びを体 験することにより運 動 能 力を身に付ける事 が 必 要です。テニスは、ボールという道 具をラケットという道 具を使っ
て遊ぶもので総 合 的な運 動 能 力を身に付けるのに最 適なスポーツです。
テニスを始めませんか？（グローバルアリーナジュニアクラスには、選手コースもございます。）

キッズ・ジュニアクラスの受 講 が
便 利になります
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市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは、秘書政策課広報・報道担当☎0940（36）1055まで

に
あ
る
の
で
す

が
、
そ
の
出
土

場
所
は
、
古
墳

上
で
の
発
見
例

が
多
い
の
で

す
。
そ
の
出
土
状
態
を
見
て
み

る
と
、
人
の
手
で
、
わ
ざ
と
割

ら
れ
た
も
の
が
多
い
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
大
甕
は
、
日
常
で
使
わ
れ
た

の
で
は
な
く
、
祭
祀
で
使
わ
れ

た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
相
原
古
墳
群
は
、
現
在
の
す

す
き
牧
場
が
あ
る
丘
陵
に
存
在

し
て
い
た
古
墳
で
す
。
合
計
で

23
基
の
古
墳
が
確
認
さ
れ
ま
し

一
人
で
は
と
て
も
運
べ
な
い
大

き
さ
で
す
。

　
古
墳
時
代
の
人
々
は
何
の
た

め
に
、
こ
の
よ
う
に
大
き
な
甕

を
作
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
大
甕
の
出
土
事
例
は
全
国
的

甕
って
な
に
？

　
甕
と
は
、
酒
・
し
ょ
う
油
・

水
な
ど
を
入
れ
る
、
口
が
大
き

く
底
の
深
い
貯
蔵
用
の
焼
き
物

の
こ
と
で
す
。
昔
は
よ
く
使
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
重
量
が
重

く
破
損
し
や
す
い
た
め
、
次
第

に
あ
ま
り
使
用
さ
れ
な
く
な
り

ま
し
た
。
現
在
は
、
ガ
ラ
ス
や

金
属
が
使
用
さ
れ
、
一
般
家
庭

で
は
、
甕
は
今
や
幻
の
容
器
と

な
っ
て
い
ま
す
。

弔と
む
らい
の
涙

　
海
の
道
む
な
か
た
館
に
展
示

し
て
い
る
の
は
、「
相
原
（
そ

う
ば
る
）
古
墳
群
出
土
の
須
恵

器
の
大
甕
」
と
「
三
郎
丸
堂
ノ

上
Ｃ
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
大

甕
」
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
高
さ
が

93
㌢
、１
１
２
・
５
㌢
も
あ
り
、

市
　
か
　
ら

学びの里・お知らせ

●
内
容
　
市
民
の
み
な
さ
ん
の

普
段
の
生
活
や
考
え
を
調
査

し
、
そ
の
意
見
を
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
反
映

●
調
査
対
象
　
18
歳
以
上
の
市

民
の
中
か
ら
無
作
為
抽
出
し

た
２
０
０
０
人

●
調
査
方
法
　
２
月
下
旬
に
ア

ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
郵
送

＊
記
名
不
要

●
そ
の
他
　
回
答
の
内
容
は
、

全
て
統
計
的
に
処
理
・
分
析

し
、
調
査
の
目
的
以
外
に
使

用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。ア
ン
ケ
ー
ト
に
関
し
て
、

市
か
ら
直
接
電
話
で
尋
ね
た

り
、
調
査
員
が
訪
問
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん

■
問
い
合
わ
せ
先

　
経
営
企
画
課

☎
（
36
）
１
１
９
２

●
利
用
期
間
　
４
月
１
日（
水
）

～
平
成
28
年
３
月
31
日（
木
）

●
利
用
料

▽
神
湊
漁
港
施
設
駐
車
場
（
第

１
駐
車
場
）
＝
月
額

　
３
６
０
０
円

＊
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

▽
神
湊
渡
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
駐
車

場
（
第
２
駐
車
場
）
＝
月
額

２
０
５
０
円
　

＊
第
１
駐
車
場
の
抽
選
に
外
れ

平
成
27
年
度
神
湊
駐
車
場

定
期
駐
車
券

利
用
者
申
込
受
付

第47回

涙
の
大お

お

甕が

め

　

現
代
で
は
め
っ
た
に
使
わ
れ
な
い
「
甕
」。
古

墳
時
代
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
使
わ
れ
て

い
ま
し
た
。そ
の
中
で
、特
に
大
き
な
も
の
を「
大

甕
」
と
呼
び
ま
す
。
今
回
は
、
海
の
道
む
な
か

た
館
に
展
示
し
て
い
る
大
甕
２
点
に
ま
つ
わ
る

「
涙
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

郷
土
文
化
交
流
課　

☎
（
62
）
２
６
０
０

海の道むなかた館に展示している２点の甕。
一人ではとても持ち運べません

左＝相原古墳出土　右＝三郎丸堂ノ上Ｃ遺跡出土

●
内
容
　
明
天
寺
公
園
野
球
場

の
、
４
月
利
用
分
か
ら
、
受

付
窓
口
を
変
更

＊
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
利
用
受
付

は
、
従
来
ど
お
り
赤
間
コ
ミ

セ
ン
で
す

●
受
付
開
始
日
　
３
月
15
日

（
日
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
維
持
管
理
課

☎
（
36
）
７
４
７
１

施設 受付窓口

明天寺公園
野球場

宗像市体育協会
（市民体育館内）
☎（32）１２３０

明天寺公園
テニスコート

赤間コミセン
☎（39）７０５１

「
明
天
寺
公
園
野
球
場
」

予
約
受
付
窓
口
の
変
更

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に

協
力
を

た
人
は
、
第
２
駐
車
場
の
利

用
に
な
り
ま
す

●
申
込
締
切
日
　
３
月
６
日

（
金
）

●
申
込
先
　
宗
像
漁
業
協
同
組

合
神
湊
支
所
（
神
湊
４
８

７
・
51
／
神
湊
渡
船
タ
ー
ミ

ナ
ル
２
階
）

＊
申
請
書
に
車
種
と
車
両
ナ
ン

バ
ー
を
記
入
、
印
鑑
持
参
を

■
問
い
合
わ
せ
先

▽
水
産
振
興
課

☎
（
36
）
０
０
３
１

▽
宗
像
漁
業
協
同
組
合

　
神
湊
支
所☎

（
62
）
０
０
１
４

た
が
、
こ
の
大
甕
は
2
号
墳
か

ら
出
土
し
ま
し
た
。
墳
丘
の
盛

り
土
の
中
で
見
付
か
り
、
定
説

通
り
、
祭
祀
に
使
わ
れ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
残
さ
れ
た
人
の

「
涙
」
と
と
も
に
、
死
者
に
供

え
ら
れ
た
甕
な
の
で
す
。（
左

上
写
真
参
照
）

匠た
く
みの
涙

　
三
郎
丸
堂
ノ
上
Ｃ
遺
跡
は
、

須
恵
器
を
焼
く
窯
跡
が
４
基
確

認
さ
れ
た
遺
跡
で
す
。
そ
の
内

の
３
号
窯
は
、
須
恵
器
を
焼
く

前
に
窯
が
崩
落
し
て
し
ま
っ

た
、
世
に
も
珍
し
い
遺
構
で
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
須
恵
器
を
焼
い
て
い

く
と
、
ど
う
し
て
も
そ
の
内
の

い
く
つ
か
は
途
中
で
割
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
近

く
に
穴
を
掘
っ
て
埋
め
て
し
ま

い
ま
す
。

　
そ
の
穴
か
ら
出
土
し
た
２
号

窯
跡
の
大
甕
は
、
他
の
焼
成
に

失
敗
し
て
し
ま
っ
た
土
器
と
一

緒
に
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
状
態

で
出
土
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

失
敗
し
て
し
ま
っ
た
も
の
で

す
。
　
　

　
三
郎
丸
の
大
甕
は
、
相
原
古

墳
群
出
土
品
の
約
１
・
２
倍
の

大
き
さ
を
誇
る
大
型
品
で
す
。

大
甕
を
作
る
に
は
、
粘
土
の
採

集
、
粘
土
紐
の
積
み
上
げ
→
タ

タ
キ
成
形
→
別
に
作
っ
た
口
の

部
分
を
接
合
→
細
部
の
調
整
→

乾
燥
と
い
っ
た
多
大
な
労
力

が
、
甕
の
大
き
い
分
だ
け
課
さ

れ
ま
す
。
自
慢
の
作
品
の
残
骸

を
見
た
工
人
の
悲
し
み
は
い
か

ほ
ど
か
…
。
大
甕
の
か
け
ら
を

手
に
取
り
、
が
っ
く
り
と
肩
を

落
と
し
て
い
る
姿
が
目
に
浮
か

ぶ
よ
う
で
す
。

　
役
目
を
果
た
せ
な
か
っ
た
こ

の
大
甕
を
眺
め
て
い
る
と
、
名

も
無
き
工
人
た
ち
の
「
涙
」
で

満
た
さ
れ
て
い
た
の
で
は
…
。

と
思
い
つ
つ
、
実
際
に
涙
で
満

た
す
に
は
、お
風
呂
一
杯
分（
約

２
０
０
㍑
）
の
量
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

（
文
化
財
職
員
・
田
子
森
千
子
）

＊
海
の
道
む
な
か
た
館
（
図
書

館
入
口
前
）
で
は
、
そ
の
割

れ
た
継
ぎ
目
そ
の
ま
ま
に
、

大
甕
を
し
ば
ら
く
展
示
し
ま

す
。
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ

い


